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市
は
、
農
業
集
落
排
水
施
設
の
効
率
的
で
持

続
可
能
な
事
業
運
営
を
行
う
た
め
、
公
共
下
水

道
へ
の
接
続
な
ど
に
よ
り
処
理
施
設
の
統
合
を

進
め
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
使
用
料
と
受
益
者
分

担
金（
※
）の
制
度
を
見
直
す
必
要
が
あ
る
た
め
、

そ
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

見
直
し
内
容

令
和
２
年
度
か
ら
、
次
の
と
お
り
見
直
し
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

①
す
べ
て
の
農
業
集
落
排
水
施
設
の
使
用
料
を

公
共
下
水
道
の
使
用
料
と
同
額
に
引
き
上
げ
ま

す
。
な
お
、
令
和
２
年
度
に
限
り
激
変
緩
和
措

置
（
段
階
的
な
引
き
上
げ
）
を
実
施
し
ま
す
。

②
受
益
者
分
担
金
は
、
公
共
下
水
道
の
負
担
金

制
度
（
１
釈
当
た
り
３
８
０
円
）
と
同
額
に
し

ま
す
。
な
お
、
こ
の
分
担
金
は
新
た
な
受
益
地

に
対
し
て
賦
課
す
る
も
の
で
、
既
に
納
付
済
み

の
受
益
地
に
賦
課
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

説
明
会
の
開
催

■
日
程

月
５
日
か
ら
９
日
に
か
け
て
開
催

11

し
ま
す
（
詳
細
は
下
表
の
と
お
り
）

■
対
象
者

ど
な
た
で
も
参
加
く
だ
さ
い

持
続
可
能
な
事
業
運
営
を
目
指
し
て

■
問
い
合
わ
せ

【
受
益
者
分
担
金
に

つ
い
て
】
上
下
水
道
部
下
水
道
課
排
水

係
（
江
刺
総
合
支
所
・
察

-

１
６
５

34

１
）、【
上
記
以
外
に
つ
い
て
】
上
下
水

道
部
経
営
課
下
水
道
経
営
係
（
江
刺
総

合
支
所
・
察

-

１
５
１
７
）

34

※
使
用
料
は
、
施
設
の
維
持
管
理
な
ど
の

費
用
を
毎
月
負
担
す
る
も
の
。
受
益
者

分
担
金
は
、
整
備
費
用
の
一
部
を
一
度

だ
け
負
担
す
る
も
の
。

■説明会の日程

会 場時 間期 日

姉体地区センター日本間

午後６時半～

11月５日鍾

衣川保健福祉センター
多目的ホール

11月６日鐘

胆沢総合支所３階大会議室11月７日障

前沢総合支所401大会議室11月８日鞘

江刺総合支所多目的ホール11月９日上

（単位：円）■月額使用料の算定例（消費税込み）

30弱
（６人世帯）

26弱
（５人世帯）

22弱
（４人世帯）

18弱
（３人世帯）

14弱
（２人世帯）

10弱
（１人世帯）

項 目

3,7403,3002,8602,4642,1121,760現 在

4,8404,2243,6083,0362,5081,980見直し後

1,100924748572396220差 額

※世帯人数の排除汚水量は、自家水道の場合の認定例によるもの

（単位：円）■受益者分担金の算定例

算定方法
土地面積330釈（100坪）

（１世帯）
項 目

世帯単位で賦課。地区ごとに額は異なる95,000～1,040,000現 在

土地面積で賦課。380円/釈を乗じる125,400見直し後

農
集
排
の
制
度
見
直
し
説
明
会
を
開
催




